
秋田工業機械科卒業は大正 5年で、浅野造船所へ勤めるが、やがて花月園の造成工事

で横浜に移り住んでいた父の許へ行き、大正 9年、神奈川鋳物工場を創業する。弱冠 2

2歳、徒手空拳からのし上がつたいつぱしの経営者であうた。

しかも翌年には自ら考案した天野式琺瑯ポンプの販売会社創立のため鋳物工場を売

却、チェリー・フオード舶用発動機を新たに製作して全国に売り歩いた。さらに手押し

消防ポンプを製造へと手を広げたが、関東大震災に遭遇したこともあつて事業に失敗、

一頓挫で辛酸をなめた一時期もある。

◇日米開戦で受難 南来に築いた全財産失う

不屈の精神は、一転こんどは餞頭屋を開く。妹タケが鶴見に「子育餞頭」の店を開い

て大繁盛していた。その天野屋支店を横浜の通称馬車道に開業したもので、大当たりを

とる。

たまたま2階に貿易会社が入つていたことが、芳太郎の運命を大きく変えた。以来海

外雄飛の夢にとりつかれ、ついに海を渡つたのは明治 3年 4月末のことである。この時

はコスタ・リカのサン・ホセで父の言卜報に接し、いつたん帰国。再び出て4年 2月、ベ

ネズエラのカラカスで、和歌山県の人山本芳松と組み雑貨輸入業を始めたのが、外地で

の仕事の第一歩である。のちパナマを永住の地と定め、パナマ市にカーサ・パポネサ (天

野商会)を開いたのは4年 12月である。
ベルニのリマ駐在商社員の娘藤井志津子 (昭和 18年死別)との結婚は昭和 7年であ

る。伊勢神宮で挙式のため4年半ぶりに帰国したが、この時横浜に天野家の墓所を建立、

故郷の脇本も訪れている。以下は碑文を引用する。

〈…パナマやベルー、チリなど五カ国で農・漁業など一国一事業を展開し、巨万の富を

築いたものの、第二次世界大戦で財産は没収、身柄は日本へ送還となり、す度は挫折し

たかにみえた。〉

そこでいう漁業とは天野丸ほか一隻を使つてのマグロ漁で、漁獲物はアメリカの商社

によつて「シーチキン」の名で全米に売られ好評を博した。またエクアドルでは広大耕

地を求め、キユーネの栽培を試みている。

日米開戦で収容所へ抑留され、第一次日米交換船で帰国するまでの約半年間は、重労

働と虐待の苦しみをなめさせられるが、このことは著書『わが囚われの記』(中央文庫)

に詳しい。芳太郎にはこのほかにも『あちら。こちら物語』 (誠文党新光わ  『中南米の

横顔』 (朝日新聞社)レ ナヾマ及びパナマ運河』 (同)『中南来の表情』 (読売新聞社)な

どの著書、そして私家版の歌集『砂漠』がある。


